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韓
国
・
慶
星
大
教
授
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

今
年
７
月
、
増
穂
登
り
窯
（
山
梨

県
富
士
川
町
）
で
は
、
韓
国
・
釜
山

の
慶
星
大
学
美
術
大
学
か
ら
李
基
柱

名
誉
教
授
と
權

ク
ォ
ン 
相サ

ン
イ
ン仁
学
長
を
招
き
、

陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
家
た
ち
が
教
授
か

ら
技
法
を
学
び
な
が
ら
オ
ブ
ジ
ェ
を

制
作
。
政
治
問
題
で
日
韓
関
係
が
悪

化
す
る
中
、
陶
芸
を
通
し
て
文
化
交

流
を
図
っ
た
。

　

増
穂
登
り
窯
と
同
大
は
、
２
０
１
０

年
２
月
に
山
梨
県
立
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
日
韓
交
流
エ
コ
ア
ー
ト
展
に

両
氏
が
出
品
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
交
流
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
両

茶碗『厚白化粧』
W14.5×H6cm　 

［粘土］オリジナル
ブ レ ン ド 土 ＋ 酸 化
鉄8％［白化粧］蛙
目 土5、 珪 石5［ 釉
薬 ］ 石 灰 透 明 釉 ＋
松灰釉10％［焼成］
電気窯／酸化焼成／
1220℃。

茶碗『玉子』
W11.5Ｗ×H7.5cm

［粘土］オリジナル
ブレンド土＋酸化
鉄8％［白化粧］蛙
目土5　珪石5［釉
薬］石灰透明釉＋松
灰釉10％［焼成］電
気窯／酸化焼成／

韓
国
・
慶
星
大
学
名
誉
教
授

特
集
１ 

粉
引 

︱
白
に
凝
る
︱李イ 

基キ

ジ

ュ柱
の
粉
引

今年７月に『増穂登り窯』で開催された日韓交流ワーク
ショップにて。左から２番目が李 基柱氏。左端は現慶星大
学学長の權 相仁。
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氏
と
同
窯
・
太
田
代
表
が
相
互
に
訪

問
を
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
４
日
間
開
催

さ
れ
、
増
穂
登
り
窯
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
、
県
内
外
か
ら
も
11
人
が
参
加
し

た
。
講
座
で
は
、
李
氏
が
大
作
を
制

作
す
る
際
に
用
い
る
「
依い

ち
ゅ
う
そ
ち
ょ
う

柱
塑
彫
」

技
法
が
公
開
さ
れ
、
複
雑
な
造
形
を

早
く
制
作
す
る
手
法
を
教
え
た
。

　

李
氏
の
制
作
の
中
心
は
オ
ブ
ジ
ェ

だ
が
、
大
学
で
は
高
麗
青
磁
や
朝
鮮

白
磁
、
粉
青
沙
器
な
ど
の
技
法
も
研

究
し
て
き
た
。
編
集
部
で
は
、
今
回

の
粉
引
特
集
に
ち
な
ん
で
、
李
氏
に

滞
在
期
間
中
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

合
間
に
化
粧
掛
け
と
茶
碗
の
成
形
の

実
演
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
と
き
の

模
様
を
紹
介
し
よ
う
。

日
本
と
韓
国
の
陶
芸
の
違
い

　

李
氏
曰
く
、
韓
国
で
は
伝
統
の
模

茶碗『彫』　W11×H7cm
［粘土］オリジナルブレンド土
［白化粧］蛙目土5、珪石5
［釉薬］石灰透明釉＋松灰釉10％
［焼成］電気窯／酸化焼成／ 1220℃。

茶碗『指紋』　W12.5×H8cm　 
［粘土］オリジナルブレンド土
［白化粧］蛙目土5、珪石5
［釉薬］石灰透明釉＋松灰釉10％［焼
成］電気窯／酸化焼成／ 1220℃。

茶碗『痕跡』　Ｗ14×H7cm　
［粘土］オリジナルブレンド土
［白化粧］蛙目土5、珪石5
［釉薬］石灰透明釉＋松灰釉10％
［焼成］電気窯／酸化焼成／ 1220℃。

粉引茶碗
口径16×高さ7.5cm

［重量］300g
權 相仁　作

灰粉引茶碗　
口径17×高さ7.5cm

［粘土］甕土、ピンクカオリン土、
生草土

［白化粧］蛙目土５、珪石５
［透明釉］石灰透明釉＋松灰釉
10％入る

［ 焼 成 ］ 電 気 窯 ／ 酸 化 焼 成 ／
1200℃／ 8時間

35
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胎 
土

　
素
粘
土
は
甕
土
、
ピ
ン
ク
カ
オ
リ

ン
、
生
草
土
の
３
種
類
を
ブ
レ
ン
ド
。

甕
土
と
は
キ
ム
チ
を
漬
け
込
む
甕
専

用
土
で
鉄
分
が
多
く
、
耐
火
度
は
低

い
。
ピ
ン
ク
カ
オ
リ
ン
は
慶
尚
南
道

／
山
清
郡
産
。
生
草
土
は
白
土
系
で

耐
火
度
は
高
い
。
こ
れ
を
基
本
に
後

か
ら
酸
化
鉄
を
３
〜
４
％
追
加
す
る

こ
と
も
あ
る
。
焼
き
締
ま
る
と
素
地

は
茶
褐
色
に
な
る
。

基
本
は
３
種
類
を
ブ
レ
ン
ド
。

後
か
ら
酸
化
鉄
３
〜
４
％
足
す
こ
と
も

写真左／粉引の基
本原料３種類をブ
レンドした土。
写真右／基本原料
に酸化鉄を３〜
４％加えたもの

化
粧
土 

Ａ
の
原
料

①
朝
鮮
カ
オ
リ
ン
…
…
…
…
５

②
天
草
陶
石
水
濾
粉
末
…
…
２

③
蛙
目
土
…
…
…
…
…
…
…
３

白
化
粧
化
粧
土
Ａ
は
す
っ
き
り
と
し
た
白
さ

化
粧
土
Ｂ
は
や
わ
ら
か
い
ク
リ
ー
ム
色

化粧土 A
10ℓ の水を入れて浸透させる。フルイに１回掛ける。

化
粧
土 

Ｂ
の
原
料

①
珪
石
…
…
…
…
…
…
…
…
５

②
蛙
目
土
…
…
…
…
…
…
…
５

化粧土Ｂ。
10ℓ の水を入れて浸透させる。フルイに１回掛ける。

①

②

①

②

③

［素地を水に浸した後、部分的にムラ掛けし、火間を現す］

［素地を水に浸してからズブ掛け。白化粧の濃淡を表現］

［素焼きした素地をズブ掛け。高台の中まで総掛け］

［素焼きした素地をムラ掛け。白化粧の濃淡を表現］

火間を現す化粧掛け
高台を３本指で掴み、一度、素地を水に
浸たす。茶碗を横にしたまま化粧土の中
に半分だけ沈める。反対側も同じ要領。
部分的に素地が見えても OK。あえて掛
け残して素地を見せる。これを「火間」
という。素地が水を吸っているので、必
要以上に化粧土をも載らない。厚掛けに
なりにくい。化粧土Ｂ。0ℓ の水を入れ
て浸透させる。フルイに１回掛ける。

基
本
原
料

①
甕オ

ン
ギ

土
…
…
…
…
…
…
…
１

②
ピ
ン
ク
カ
オ
リ
ン
…
…
１

③
生
草
土
…
…
…
…
…
…
１

倣
は
あ
ま
り
良
し
と
さ
れ
ず
、
む
し

ろ
作
家
と
し
て
は
恥
ず
か
し
い
行
為

で
あ
る
、
と
言
わ
れ
驚
い
た
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
古
来
よ
り
中

国
陶
磁
や
高
麗
茶
碗
な
ど
の
朝
鮮
陶

磁
の
写
し
は
、
複
製
品
を
作
る
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
本
歌

取
と
し
た
日
本
的
な
創
作
と
い
う
意

味
合
い
が
強
い
。

　

し
か
し
、
韓
国
の
陶
芸
家
か
ら
す

れ
ば
、
日
本
向
け
の
朝
鮮
古
陶
磁
の

コ
ピ
ー
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
意
識

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
李
氏
と
し
て
は
、

高
麗
青
磁
も
李
朝
白
磁
も
意
識
し
て

い
て
も
、
表
現
と
し
て
は
現
代
の
陶

芸
を
意
識
し
て
い
る
。
だ
か
ら
茶
碗

の
成
形
後
に
「
搔
き
落
し
」
と
い
う

伝
統
技
法
を
、
単
に
器
面
に
変
化
を

持
た
せ
る
た
め
だ
け
の
装
飾
技
法
と

し
て
使
う
の
で
は
な
く
、
力
強
い
造

形
意
識
を
持
っ
て
作
っ
て
い
る
。
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茶碗を挽く

化粧土Ａ使用 ( 朝鮮カオリン 5 ＋天草陶石 2 ＋蛙目土 3）
茶碗　［寸法］口径 15.5× 高さ 6.5cm　［粘土］白土［焼成］増穂登り窯（胴木間 最前列 左最上段）1230℃　96 時間（宇田川嵩雪　作）

化粧土Ａ使用 ( 朝鮮カオリン 5 ＋天草陶石 2 ＋蛙目土 3）
茶碗　［寸法］口径 14.5× 高さ 7.5cm　［粘土］白土［焼成］増穂
登り窯（胴木間 最前列 左中段）1230℃　96 時間（宇田川嵩雪　作）

化粧土Ａ使用 ( 朝鮮カオリン 5 ＋天草陶石 2 ＋蛙目土 3）
茶碗　［寸法］口径 16× 高さ 8cm　［粘土］白土［焼成］増穂登り
窯（胴木間 ２列目）1230℃　96 時間（宇田川嵩雪　作）

化粧土Ｂ使用 ( 珪石 5 ＋蛙目土 5）
湯呑［寸法］口径 7× 高さ 6cm　［粘土］赤土［焼成］増穂登り窯（胴
木間 最前列 最上段）1230℃　96 時間（太田治孝　作）

化粧土Ａ使用 ( 朝鮮カオリン 5 ＋天草陶石 2 ＋蛙目土 3）
茶碗　［寸法］口径 16× 高さ 7cm　［粘土］白土［焼成］増穂登り
窯（胴木間 最前列 左最上段）1230℃　96 時間（宇田川嵩雪　作）

［茶碗の形状］筒形　［寸法］口径 14× 高さ 10cm　高台径 5cm［重量］600g

［茶碗の形状］鎬文筒形　［寸法］口径 13× 高さ 11cm　高台径 5.3cm［重量］700g

見込みから内側の壁カーブにに沿ってヘ
ラを滑らせる。底の中心を人指し指で押
さえ見込みを作る。

［茶碗の形状］朝顔形　［寸法］口径 18× 高さ 9cm　高台径 3.8cm［重量］700g

　

化
粧
掛
け
に
つ
い
て
も
火
間
や
指
跡

を
つ
け
た
り
息
を
吹
き
掛
け
る
な
ど
、

「
文
様
」
と
い
う
よ
り
「
絵
画
」
と
し

て
器
面
で
踊
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
作

品
の
中
か
ら
、
35
ペ
ー
ジ
に
あ
る
牛
の

よ
う
な
動
物
の
作
品
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

剛
胆
に
削
る

　

一
方
で
、
ロ
ク
ロ
で
挽
い
た
作
品
の

高
台
削
り
は
、
高
台
お
よ
び
腰
部
に
か

け
て
、や
や
剛
胆
な
姿
に
削
っ
て
い
く
。

カ
キ
ベ
ラ
を
両
手
で
ぎ
ゅ
っ
と
押
さ

え
、
膝
の
上
で
固
定
し
極
力
ブ
レ
を
防

ぐ
。
口
縁
回
り
は
比
較
的
す
っ
き
り
と

し
た
円
形
の
ま
ま
調
整
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
互
い
に
そ
れ
が
強
調
さ
れ
た

調
和
を
見
せ
て
い
る
。
や
や
凹
凸
や
手

触
り
に
変
化
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
方

が
持
ち
や
す
く
、
手
触
り
そ
の
も
の
も

楽
し
め
る
。

高台を削る
高台の外側のアタリから腰までをカキベ
ラで直線的に削り込む。高台内側の輪郭
をカキベラの角で削り、形を整える。

椀の内側。真上から見た状態。

高台


